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鎌
倉
市
と
の
つ
な
が
り
の
始
ま
り

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加

鎌
倉
市
中
学
生
防
災
サ
ミ
ッ
ト
へ

本
町
中
学
生
を
派
遣

そして、パートナーシティ提携そして、パートナーシティ提携七里ガ浜七里ガ浜

七里ガ浜鎌倉市 七ヶ浜町

▲七七支援隊が菖蒲田海岸を清掃

▼鎌倉市七里ガ浜
の「しらす」と七ヶ
浜町の「海苔」がコ
ラボした「七七巻」

▲鎌倉芸術館での松尾鎌倉市長と寺澤町長と
の防災座談会

鎌
倉
市七
里ガ浜か

ら七ヶ浜町の支援
へ

鎌
倉
市七
里ガ浜か

ら七ヶ浜町の支援
へ

特　集

が菖蒲田海岸を清掃

ナトナそして、パーそして パそしてて、パートナートナートナ浜浜ガ浜ガ浜ガ浜ガガ浜ガ浜里ガ里ガ里ガガ七里七里ガガガガ七里七里ガ浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜ガ浜

七里ガ浜鎌倉市七里ガ七里ガ鎌鎌倉市

▼鎌倉市七里ガ浜
の「しらす と七

鎌

携提提提携提携提提提携提携提携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携提携

倉芸術館での松尾鎌倉市長と寺澤町長と
災座談会

ティシテナーシナーシテナーシテナーシシシテシテナーシティ

掃 ▲鎌倉
の防災

東
日
本
大

ン
ト
へ
の

▲七七支援隊

の「しらす」と七ヶ
浜町の「海苔」がコ
ラボした「七七巻」
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被
災
地
か
ら
の
発
信

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
鎌
倉
公
演
」

鎌
倉
由
縁
の
オ
レ
ン
ジ
フ
ラ
ッ
グ

に
よ
る
津
波
避
難
誘
導
訓
練

今
後
も
継
続
的
な
つ
な
が
り
を

▲オレンジフラッグ津波避難誘導訓練▲七七支援隊の集合写真（鎌倉市での復興支援イベント時）▲七七支援隊の集合写真（鎌倉市での復興支援イベント時） ▲オレンジフラッグ津波避難誘導訓練▲

◀▼ＮａＮａ☆５ ９ ３ １
のミュージカル鎌倉公演

お問い合わせは、政策課まで　☎357-2117



『
特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
』

〜
健
診
結
果
を
活
か
し
て
健
康
に
な
る
為
に
〜

特

　集　町では４０～７４歳の方を対象に特定健診（５月２０日か
ら６月２日）を行っています。さらに、その結果から、一定の基
準に該当された方に『特定保健指導』という生活習慣病改善プ
ログラムのご案内をしています。
　ご案内をした方の中には、「特定保健指導を受けなくても、自
分で頑張るから大丈夫」という人や「受けても変わらないと思
う」という方もいますが、昨年の特定保健指導を受けた方の行
動がどうなったか見てみましょう。

　町
が
特
定
健
診
や
特
定
保
健
指
導

を
毎
年
行
っ
て
い
る
理
由
は
、
特
定

健
診
で
自
覚
症
状
が
出
に
く
い
生
活

習
慣
病
を
早
期
に
発
見
で
き
ま
す
。

ま
た
、
動
脈
硬
化
を
加
速
さ
せ
る
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険

性
が
高
く
、
内
臓
脂
肪
や
血
糖
・
脂

質
・
血
圧
の
異
常
が
み
ら
れ
る
方
を
、

『
特
定
保
健
指
導
』
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
可
能
と
な

り
、
さ
ら
に
は
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　　特
定
保
健
指
導
の
ご
案
内
を
す
る

と
、「
何
年
も
特
定
健
診
の
結
果
が
悪

い
け
ど
、
痛
く
も
痒
く
も
無
い
か
ら
、

自
分
は
必
要
な
い
」
と
話
す
方
が
い

ま
す
。
生
活
習
慣
病
は
自
分
に
関
係

な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　働

き
盛
り
の
40
〜
50
歳
代
の
中
に
は
、

「
仕
事
が
忙
し
く
て
、
健
診
を
受
け
る

時
間
が
な
い
」
と
話
す
方
や
「
若
い
か

ら
血
圧
が
高
く
て
も
大
丈
夫
」
と
話

す
方
も
い
ま
す
。し
か
し
、
今
年
の
３

月
に
七
ヶ
浜
町
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
、
生
活
習
慣
病
に
関
連
す
る
症

状
や
病
気
で
医
療
機
関
を
受
診
し
た

方
の
割
合
は
、
約
４
割（
１
，
４
９
５

人
）で
し
た
。

　ま
た
、
糖
尿
病
で
病
院
受
診
し
た

方
（
５
５
８
人
）
の
中
で
、
30
〜
40
歳

代
の
方
が
４
．８
％

(

27
人)

い
ま
し

た
。さ
ら
に
、高
血
圧
等
が
原
因
で
発

病
す
る
脳
血
管
疾
患
と
虚
血
性
心
疾

患
で
受
診
し
た
方（
３
９
７
人
）の
中

で
、
30
〜
40
歳
代
の
方
が
２
．
３
％

(

９
人)

含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。特
定
健

診
を
毎
年
受
け
て
、
自
覚
症
状
が
で

る
前
に
自
分
の
体
の
変
化
を
知
り
、

特
定
保
健
指
導

な
ど
を
上
手
に

活
用
し
て
、生
活

習
慣
を
改
善
す

る
こ
と
が
健
康

で
長
生
き
す
る

た
め
に
は
大
切

で
す
。

　昨
年
の
特
定
健
診
を
受
け
た
方

で
、「
運
動
や
食
生
活
等
の
生
活
習
慣

を
改
善
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す

か
？
」
の
質
問
に
対
す
る
回
答
を
表

１
に
ま
と
め
ま
し
た
。
生
活
習
慣
を

『
改
善
す
る
つ
も
り
は
な
い
』
と
答
え

た
方
は
30
．７
％
、『
改
善
す
る
つ
も

毎
年
の
健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ

る
？

　特
定
保
健
指
導
は
必
要
？

生
活
習
慣
病
で
病
院
受
診
し
て
い

る
人
の
状
況…

平
成
31
年
３
月
の

医
療
受
診（
レ
セ
プ
ト
）情
報
よ
り

七
ヶ
浜
町
に
住
む
方
の
『
生
活
習

慣
改
善
意
欲
』は
？

生活習慣改善意欲（平成３０年度特定健診受診
票の回答より）

特定健診の質問項目「運動や食生活等の生
活習慣を改善してみようと思いますか？」

表
１
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り
が
あ
る
』
と
答
え
た
方
は
33
．

９
％
、『
既
に
生
活
習
慣
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
』
と
答
え
た
方
は
34
．

５
％
で
し
た
。

　ま
た
、
平
成
30
年
度
の
特
定
保
健

指
導
に
該
当
し
た
方
の
中
で
、
生
活

習
慣
の
『
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
』

方
は
、
41
．７
％
と
、
特
定
健
診
の
受

診
者
全
体
で
見
た
時
よ
り
も
、
や
や

高
い
割
合
で
生
活
習
慣
の
改
善
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。　自

分
で
生
活
習
慣
を
改
善
し
よ
う

と
す
る
方
の
中
に
は
、
偏
っ
た
食
事

制
限
等
に
よ
り
、
リ
バ
ウ
ン
ド
や
筋

肉
量
が
減
る
方
も
い
ま
す
。
無
理
な

く
、
自
分
に
あ
っ
た
方
法
で
健
康
に

近
づ
く
た
め
に
も
、
町
の
特
定
保
健

指
導
や
運
動
教
室
等
を
活
用
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　特
定
保
健
指
導
は
、『
目
標
』
を
達

成
す
る
た
め
の
『
行
動
計
画
』
を
立
て

ま
す
。行
動
計
画
の
項
目
は
、『
食
事
』

『
運
動
』『
飲
酒
』『
喫
煙
』
の
中
か
ら
、

自
分
で
ど
ん
な
行
動
計
画
を
立
て
る

か
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　生
活
習
慣
の
改
善
を
継
続
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
昨
年
度
の
特
定
保
健
指
導
を
受

け
た
方
で
、『
食
事
』
を
改
善
で
き
た

方
は
、
約
６
割（
59
．４
％
）、『
運
動
』

を
改
善
で
き
た
方
は
約
４
割
（
41
．

６
％
）、『
飲
酒
』の
量
や
回
数
を
改
善

で
き
た
方
は
約
５
割
（
46
．７
％
）
で

し
た（
表
２
）。

　評
価
の
時
期
に
、
食
事
内
容
が
悪

化
し
た
要
因
と
し
て
多
か
っ
た
の

は
、「
順
調
に
体
重
が
減
っ
て
い
た
け

ど
、
最
近
、
飲
み
会
が
多
か
っ
た
か

ら
」
と
話
す
方
が
多
く
い
ま
し
た
。ま

た
、
運
動
の
回
数
が
計
画
時
よ
り
減

少
し
た
要
因
と
し
て
多
か
っ
た
の

は
、『
自
分
や
家
族
の
病
気
』と『
環
境

の
変
化
』
な
ど
で
し
た
。病
気
な
ど
で

運
動
を
一
時
的
に
行
え
な
か
っ
た
方

か
ら
数
か
月
後
に
、「
体
調
が
良
く

な
っ
て
、
最
近
、
少
し
ず
つ
散
歩
を
始

め
た
」と
、
無
理
せ
ず
に
頑
張
っ
て
い

る
様
子
を
教
え
て
頂
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。無
理
な
く
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

続
け
て
い
く
こ
と
が
健
康
へ
の
近
道

で
す
。

　今
年
の
特
定
保
健
指
導
を
受
け

て
、
自
分
に
合
っ
た
方
法
で
健
康
に

な
っ
て
い
く
の
は
、
あ
な
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。も
し
、
特
定
保
健
指
導
該

当
の
お
知
ら
せ
が
届
い
た
ら
、「
健
康

に
な
る
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
が
来
た
」

と
思
っ
て
、
ぜ
ひ
、
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　

特
定
保
健
指
導
を
受
け
た
人
は
、

行
動
が
変
化
し
て
い
る
の
？

今
年
は
、あ
な
た
が
特
定
保
健
指
導

を
受
け
て
健
康
に
な
る
番
か
も
!?

特定保健指導のメリットは？

　町では、特定保健指導の対象になった
方の生活に合わせて、保健師と栄養士が
食事や生活活動（運動）などの生活習慣
の見直しをするお手伝いをしています。
　特定保健指導を受けると、下記のメ
リットがあります。

①管理栄養士 ・保健師 ・
健康運動指導士などか
ら、自分に合ったサポー
トが受けられます！

②無理なく実践できるも
のから取り組めます！
あなたの生活や仕事の
時間に合わせた「これな
らできる」と思う計画が
立てられます。

③将来、病気の治療にか
かる時間とお金を節約
できます！

平成 30 年度特定保健指導実施者の
『目標達成ための行動計画』と『項目毎の実施状況』

表
２

　いつまでも若 し々く、健康でいるためのヒントが
ここにあります。

特集　『今年の特定保健指導を受けましょう』

お問い合わせは、町民課国保年金係まで　☎357-7446
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清
掃
活
動
を
実
施
／

町
職
工
組
合
青
年
部

　４
月
14
日
、
七
ヶ
浜
町
職
工
組
合
青

年
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
勢
21
名
に
よ

る
通
学
路
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
●
毎
年
、
町
職
工
組
合
青
年
部
の
皆

さ
ん
に
は
、
自
分
た
ち
の
卒
業
し
た
校

舎
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
子
ど
も
た
ち

が
よ
り
良
い
環
境
で
学
校
生
活
を
送
っ

て
も
ら
え
る
事
を
目
的
と
し
た
奉
仕
活

動
の
一
環
で
、
学
校
の
修
繕
工
事
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。今
回
初
め
て
の
試
み
で
通
学
路
の

清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
●
代
表
の

和
田
さ
ん
は
「
意
外
と
ご
み
が
落
ち
て

い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。今
後
も
継

続
し
て
奉
仕
活
動
を
続
け
て
行
き
た
い

で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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鎮
魂
の
祈
り
、
未
来
に
向
か
っ

て
／
希
望
の
鐘
除
幕
式

　

５
月
10
日
、
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で

希
望
の
鐘
除
幕
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

希
望
の
鐘
は
、
ブ
ラ
ザ
ー
工
業
株
式
会

社
よ
り
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。希
望
の
鐘

の
土
台
の
形
は
、
家
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

そ
の
屋
根
に
は
、
12
羽
の
小
鳥
が
い
ま

す
。一
家
団
欒
、
談
笑
す
る
家
族
。被
災

し
た
菖
蒲
田
の
遠
く
の
海
を
見
つ
め

る
夫
婦
。
鐘
を
鳴
ら
す
人
を
覗
く
小

鳥
。き
ず
な
公
園
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

を
見
守
る
小
鳥
。そ
し
て
、
頂
上
に
は

恋
人
た
ち
な
ど
、
小
鳥
一
羽
一
羽
に
物

語
が
あ
り
ま
す
●
ブ
ラ
ザ
ー
工
業
株

式
会
社
の
小
池
会
長
は
、「
希
望
の
鐘

が
七
ヶ
浜
町
と
ブ
ラ
ザ
ー
と
の
新
た

な
絆
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
寺
澤
町
長
は
、「
鎮
魂
の
祈

り
、
未
来
に
向
か
っ
て
鐘
が
鳴
り
響

き
、
そ
し
て
笑
顔
が
戻
る
場
所
に
な
っ

て
ほ
し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。



最
後
ま
で
笑
顔
の
復
興
記
念

イ
ベ
ン
ト
／
花
渕
浜
地
区

　５
月
６
日
、
花
渕
浜
地
区
内
で
「
復

興
記
念
花
渕
浜
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
２

０
１
９
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ

は
、
地
区
内
の
復
興
事
業
が
ほ
ぼ
完
了

し
た
こ
と
を
記
念
し
、
花
渕
浜
地
区
が

主
催
し
た
も
の
。
花
渕
浜
地
区
住
民

に
、
震
災
以
前
に
住
ん
で
い
た
方
も
加

わ
り
、
２
０
０
名
ほ
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
●
参
加
者
は
、
花
渕
浜
地
区
避
難

所
を
元
気
よ
く
ス
タ
ー
ト
。表
浜
地
区

で
は
、
被
災
し
た
住
宅
地
を
公
園
に
し

た
津
波
防
災
緑
地
、
建
設
中
の
防
潮
堤

を
見
学
し
、
砂
浜
で
記
念
撮
影
。話
を

弾
ま
せ
な
が
ら
、
館
下
中
央
公
園
（
七

の
や
前
）
ま
で
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し

た
●
参
加
者
全
員
が
ゴ
ー
ル
し
た
あ

と
は
、
記
念
植
樹
、
地
元
バ
ン
ド
の
演

奏
、餅
ま
き
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

義
援
金
を
海
苔
生
産
者
の
心
の

復
興
に

　４
月
24
日
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
以
下
、

Ｒ
Ｓ
Ｙ
）
が
今
年
１
月
20
日
に
発
生
し

た
仙
台
港
重
油
流
出
事
故
に
伴
う
海
苔

養
殖
被
害
へ
の
支
援
と
し
て
、
義
援
金

を
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
七
ヶ
浜
支
所

海
苔
部
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。Ｒ
Ｓ
Ｙ

は
、
本
部
の
あ
る
愛
知
県
名
古
屋
市
に

お
い
て
、
今
回
の
海
苔
養
殖
被
害
に
お

け
る
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。Ｒ
Ｓ

Ｙ
の
栗
田
暢
之
代
表
理
事
は
、「
義
援
金

で
海
苔
生
産
者
の
心
の
復
興
に
使
っ
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た

●
Ｒ
Ｓ
Ｙ
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

契
機
に
、
愛
知
県
名
古
屋
市
を
拠
点
に

し
て
活
動
し
て
い
る
災
害
救
援
Ｎ
Ｐ

Ｏ
。七
ヶ
浜
町
に
は
、
東
日
本
大
震
災
直

後
か
ら
復
興
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

吉
田
浜
獅
子
舞
が
地
区
内
を
練

り
歩
き

　４
月
21
日
、
吉
田
浜
地
区
で
吉
田

浜
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る
獅
子
舞
が

行
わ
れ
、
地
区
内
を
獅
子
が
練
り
歩

き
ま
し
た
●
当
日
は
晴
天
に
恵
ま

れ
、
２
班
に
わ
か
れ
て
吉
田
浜
地
区

の
家
々
を
１
日
か
け
一
軒
一
軒
回
り

ま
し
た
。
獅
子
舞
が
各
戸
を
ま
わ
る

と
、
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
保
存
会
の

皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
無

病
息
災
を
願
い
、
獅
子
に
頭
を
か
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
●
こ
の
吉
田
浜
獅

子
舞
は
、
明
治
初
期
に
地
元
漁
民
が

石
巻
の
渡
波
方
面
か
ら
持
ち
帰
っ
た

と
言
わ
れ
て
お
り
、
１
２
０
年
以
上

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
60
年
に

は
町
の
伝
統
民
俗
文
化
財
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

表
浜
緑
地
が
完
成
／

都
市
公
園（
津
波
防
災
緑
地
）

　３
月
31
日
、
都
市
公
園
（
津
波
防
災

緑
地
）
の
表
浜
地
区
（
５
．
０
ha
）
の
整

備
工
事
が
完
了
し
、４
月
よ
り
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
●
こ
の
表

浜
緑
地
に
は
、１
周
４
０
０
メ
ー
ト
ル

の
園
路
を
整
備
。散
歩
な
ど
気
軽
に
運

動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。駐

車
場
は
身
体
障
害
者
用
駐
車
ス
ペ
ー

ス
２
台
を
含
む
76
台
整
備
し
ま
し
た

●
都
市
公
園
（
津
波
防
災
緑
地
）
の
整

備
は
、津
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
減
衰
や
津

波
到
達
時
間
の
遅
延
、漂
流
物
の
捕
捉

に
よ
り
、背
後
に
立
地
す
る
住
宅
地
の

安
全
性
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
常
時
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
動
や
に
ぎ
わ
い
創
出
の
交
流

拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
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　七ヶ浜町の中学１年生は宮城県内 1番の虫歯数！
　お父さん、お母さん、お子さんの虫歯、放置していませんか？　虫
歯の予防策は十分ですか？
　乳歯はいずれ永久歯に生え変わるから、治療しなくてもよいと考え
ていませんか？
　放置すると永久歯も虫歯になったり、歯並びが悪くなることが心配
されます。また、大人では歯周病になりやすく、歯肉が炎症を起こして
出血すると血管の中に細菌が入り込み、動脈硬化や脳 塞等の様々
な病気の原因になります。 　
　今回は歯と口の健康を保つポイントをお伝えします。この機会にお
口の健康について考え、生活習慣を見直してみましょう。

はまの保健だより

歯と口の健康を守りましょう
６月４日から６月１０日は「歯と口の健康週間です」
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お問い合わせは、健康増進課保健指導係まで　☎357-7448

お医者さんのプロのケアと家庭での
セルフケアで、歯と口の健康を守りま
しょう。
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愛
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「アワビ・ウニ」

美

お問い合わせは、健康増進課保健指導係まで　☎357－7448

　アワビとウニはどちらも高級食材で、七ヶ浜町でとれる代表的な水産物で
す。七ヶ浜町の漁獲最盛期は、アワビは５月～６月、ウニは６月～７月です。漁
獲量をみてみると宮城県は、アワビは全国２位、ウニは全国４位 ( 平成２８年
度 ) となっています。
アワビ
　アワビはミミガイ科に属する巻貝の仲間ですが、ほとんど巻いた部分がな
いのが特徴です。
　宮城県に生息するアワビはエゾアワビと呼ばれる種類で、高級貝として知
られ、七ヶ浜以北の岩場などで漁獲されます。七ヶ浜町では、アワビの人工種
苗を３ｃｍ程度に飼育したのち放流し、昆布やわかめなどの海藻類を食べて
４年ぐらいかけて９ｃｍ以上になったものを漁獲します。
　宮城県でとれるアワビは、日本にいるものの中でも最高と
されており、上品な磯の香りと柔らかな歯ごたえが特徴で
す。
　食べ方としては、刺身、あえ物、蒸し物、焼き物にして食べ
ます。アワビの肝は塩辛、酢の物、焼き物で食べたり、身と肝
を和えた「とも和え」としても食べられます。
ウニ
　ウニは、ウニ綱に属する棘皮（きょくひ）動物門の総称で、
「ガゼ」などの別名があります。
　食用となるのは主に、ムラサキウニ、バフンウニ、キタムラ
サキウニ、エゾバフンウニなどです。ウニは、漢字で「海胆」
「海栗」と書くこともあります。「雲丹」という字を使うことも
ありますが、これはウニを加工した食品を指します。
　食べ方としては、刺身やすしネタ、ウニ丼など生食することが多いですが、
日本三大珍味に数えられている塩ウニ、アワビの殻などにのせて焼いた焼き
ウニ、アワビとウニのお吸い物のいちご煮のほか、近頃は、パスタソースやピ
ザにのせるなどバリエーションが広がっています。

　七ヶ浜町ではアワビもウニも最盛期を迎えています。地元の獲れたての食
材をぜひこの時期に味わってみてはいかがでしょうか。

ウニ



コ
ン
ビ
ニ
で
も

町
税
を
納
付
で
き
ま
す

　町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）・
固
定
資
産
（
都

市
計
画
）
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保

険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
で
き
ま
す
。土
日
祝
日
、
夜
間
で
も
利

用
で
き
る
の
で
便
利
で
す
。納
付
で
き
る
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
、
納
付
書
の
裏
面

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
ヤ

フ
ー
公
式
ア
プ
リ
で
の
納
付
や
、
口
座
振
替

で
の
納
付
、
取
扱
金
融
機
関
の
各
窓
口
や
役

場
会
計
課
窓
口
で
の
納
付
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

策
室
ま
で

６
月
の
納
税

（
納
期
限
７
月
１
日
）

　今
月
の
納
期
は
、
町
県
民
税（
普
通
徴
収
）

第
１
期
で
、
納
期
限
は
７
月
１
日
（
月
）
で

す
。　納

期
限
ま
で
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
督
促

手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

策
室
ま
で

町
県
民
税（
普
通
徴
収
）の
納
税
通

知
書
を
郵
送
し
ま
す

　６
月
は
、
町
県
民
税（
普
通
徴
収
）の
納
税

通
知
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。納
期
限
を
厳
守

の
上
、
納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で
個
人
住
民
税
（
特
別
徴
収
・
普
通

徴
収
）の
納
付
方
法

　「
住
民
税
」と
は
、
町
民
税
と
県
民
税
を
合

わ
せ
た
こ
と
を
い
い
、
個
々
人
の
前
年
の
所

得
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
負
担
し
て
も
ら
う

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収

　事
業
所
等
に
勤
務
し
て
い
る
方
（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
）は
、
年
税
額
を
分
割（
６
月
か

ら
翌
年
の
５
月
ま
で
）
し
、
事
業
主
が
毎

月
の
給
与
か
ら
天
引
き
し
、
町
へ
納
付
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
普
通
徴
収

　事
業
を
行
っ
て
い
る
方
や
事
業
主
か

ら
給
与
天
引
き
さ
れ
な
い
方
は
、
年
税
額

を
４
期
（
６
月
・
８
月
・
10
月
・
１
月
）

に
分
け
て
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受

給
者
の
年
金
所
得
に
係
る
住
民
税
は
、
公

的
年
金
か
ら
天
引
き
し
、
公
的
年
金
支
払

者
が
町
へ
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で
震
災
に
よ
る
代
替
土
地
・
家
屋
の

固
定
資
産
税
の
特
例

　震
災
に
よ
り
滅
失
・
損
壊
し
た
家
屋
、
ま

た
は
被
災
住
宅
用
地
の
所
有
者
が
、
そ
れ
に

代
わ
る
家
屋
や
土
地
を
取
得
し
た
場
合
、
固

定
資
産
（
都
市
計
画
）
税
に
特
例
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

特
例
の
内
容

●
土
地

　
　

　代
替
土
地
の
う
ち
被
災
住
宅
用
地
に

相
当
す
る
部
分
の
固
定
資
産
（
都
市
計

画
）
税
が
、
取
得
後
３
年
度
は
住
宅
用
地

と
し
て
み
な
さ
れ
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
家
屋　代

替
家
屋
に
係
る
税
額
の
う
ち
、
被
災

家
屋
の
床
面
積
相
当
分
に
つ
い
て
、
４
年

度
分
２
分
の
１
、
そ
の
後
の
２
年
度
分
３

分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　特
例
を
受
け
る
に
は
、
税
務
課
に
申
告
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税

係
ま
で

新
築
家
屋
な
ど
の
評
価
調
査

　２
０
１
９
年
中
に
完
成
す
る
新
築
、
増
築

家
屋
を
対
象
に
評
価
調
査
を
行
い
ま
す
。９
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公共機関等電話番号

※お電話をお掛けになる際は、掛け間違えのないようお願いします。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
便

利
・
安
心
・
確
実
な
口
座
振
替
で
！

　国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？「
忙
し
く
て
・
・
・
」、「
つ
い
、

う
っ
か
り
・
・
・
」
と
い
っ
た
理
由
で
も
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。ま
た
、
万

が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　そ
こ
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
便
利
で
安
心
、
確
実
な
口
座
振
替
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　口
座
振
替
は
、
全
国
の
銀
行
・
郵
便
局
・

農
協
・
漁
協
・
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・

労
働
金
庫
で
利
用
で
き
ま
す
。

　申
し
込
み
の
際
は
、
年
金
事
務
所
や
金
融

機
関
ま
た
は
町
民
課
国
保
年
金
係
備
え
付

け
の
申
出
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
、

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
金
融
機
関
等
の

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
東
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課

ま
た
は
、役
場
町
民
課
国
保
年
金
係
ま
で

上
手
に
お
医
者
さ
ん
に
か
か
り
、

医
療
費
節
約
を

　上
手
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
は
、

医
療
費
節
約
に
つ
な
が
り
、
家
計
に
も
優
し

く
、
町
国
保
財
政
に
も
い
い
影
響
を
与
え
ま

す
。

①
過
剰
な
病
院
の
か

け
持
ち
は
や
め
ま

し
ょ
う

　何
度
も
病
院
を
変

え
る
と
医
療
費
が

増
加
し
ま
す
。

②
時
間
外
、
休
日
受
診
は
、
な
る
べ
く
避
け

ま
し
ょ
う

　時
間
外
、
休
日
、
深
夜
に
は
そ
れ
ぞ
れ
割

増
分
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。

③
薬
を
た
く
さ
ん
欲

し
が
る
の
は
、
や

め
ま
し
ょ
う

　薬
を
必
要
以
上
に

ほ
し
が
る
と
、
そ

の
分
の
お
金
が
か

か
り
ま
す
。
し
か

も
使
い
き
れ
ず
に
余
っ
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
？

④
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　か
か
り
つ
け
医
は
、
持
病
や
病
歴
な
ど
を

把
握
し
た
う
え
で
診
療
で
き
ま
す
。き
め

細
か
な
対
応
を
し
て
く
れ
る
の
で
何
よ

り
安
心
で
す
。

⑤
医
師
を
信
頼
し
、指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う

　医
師
の
指
示
を
守
ら
な
い
と
、
治
る
病
気

も
治
ら
な
く
な
り
ま
す
。自
己
診
断
は
危

険
で
す
。

⑥
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。「
自
分
は
い
た
っ
て
健
康
」

な
ど
過
信
は
禁
物
で
す
。
健
康
診
断
は
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
課
国
保
年
金
係

ま
で

令
和
元
年
度
（
２
０
１
９
年
度
）
国

家
公
務
員
「
税
務
職
員
採
用
試
験
」

（
高
校
卒
業
程
度
）

●
受
験
申
込
受
付
期
間

　６
月
17
日（
月
）〜

６
月
26
日（
水
）

●
受
験
申
込
方
法

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

込
み

　受
験
資
格
や
試
験
日
程
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
国
税
局
人
事
第

二
課
試
験
研
修
係
ま
で

（
内
線
３
２
３
６
）

家
屋
の
滅
失
届

　２
０
１
９
年
中
に

住
宅
や
倉
庫
等
の
家

屋
を
滅
失
及
び
一
部

解
体
し
た
家
屋
の
所

有
者
は
、
家
屋
滅
失
届

を
提
出
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
印
鑑

及
び
解
体
証
明
等
滅
失
し
た
こ
と
が
分
か

る
書
類
を
持
参
の
う
え
税
務
課
固
定
資
産

税
係
ま
で
来
庁
願
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税

係
ま
で

月
上
旬
か
ら
税
務
課
職
員
が
お
伺
い
す
る

予
定
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　調

査
に
該
当
す
る
方
に
は
、
順
次
ご
案
内

を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。早
期
の
調

査
を
希
望
さ
れ
る
方
や
日
中
不
在
が
ち
の

方
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税

係
ま
で
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ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
関
連
専
門
相
談

　お
酒
の
量
は
増
え
て
い

ま
せ
ん
か
？

　お
酒
は
百
薬
の
長
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
飲
み
方
に

よ
っ
て
は
体
を
壊
し
、
ご
本

人
の
み
な
ら
ず
ご
家
族
の

心
ま
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
「
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
に
よ
る
心
の

問
題
」
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。専
門
ス

タ
ッ
フ
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

●
と
き

　６
月
18
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
（
事
前
予
約
制
と
な
っ
て
い

ま
す
）

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
町
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー

＊
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜

保
健
所

　母
子
・
障
害
第
二
班
ま
で

引
き
こ
も
り
・

思
春
期
こ
こ
ろ
の
相
談

　引
き
こ
も
り
・
不
登
校
・
い
じ
め
・
家

庭
内
暴
力
・
摂
食
障
害
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
問

題
で
お
悩
み
で
は
な
い
で
す
か
。
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

●
と
き

　６
月
11
日
（
火
）
午
後
１
時
〜
４

時
30
分
（
事
前
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま

す
）

●
と
こ
ろ

　塩
釜
保
健
所

　塩
竈
市
北
浜

４
丁
目
８-

15

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
保
健
所

　母
子

障
害
班
ま
で

　各地区避難所や公民分館で、おおむね６５歳以上の方
が集まり『介護予防教室』を行っています。
　玄米ニギニギダンベル体操やストレッチ、レクリエー
ション等を楽しく行っていますの
で、皆さん是非ご参加下さい。ま
た、遠山地区ではポールウォーキ
ング教室も実施していますので、
どうぞご参加ください。

●時間　午前１０時から正午まで

 各地区介護予防教室　６月の日程

湊)ひまわりの会

お気軽にご参加ください！
各地区介護予防教室

お問い合わせは、健康増進課高齢者福祉係まで
☎357-7447

令
和
元
年
度
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・

ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
検
査
・
梅
毒
検

査
・
肝
炎
検
査
・
骨
髄
バ
ン
ク
登

録
受
付
の
実
施

●
実
施
日
・
受
付
日（
要
予
約
）

・
６
月
５
日（
水
）、19
日（
水
）、７
月
10
日

（
水
）
、
24
日
（
水
）
、
８
月
７
日
（
水
）
、
21

   

日（
水
）

・
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
予
約
受
付
日
・
時
間

・
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分（
祝
祭
日
除
く
）

・
検
査
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
検
査
会
場　

塩
釜
保
健
所

　塩
竈
市
北

浜
４
丁
目
８-

15

●
そ
の
他　

検
査
は
原
則
無
料
で
す

＊
ご
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
保

健
所

　疾
病
対
策
班
ま
で

『
家
族
会
カ
フ
ェ
』
の
ご
案
内

　七
ヶ
浜
町
介
護
者
家
族
の
会
で
は
、
在
宅

で
介
護
を
し
て
い
る
ご
家
族
の
方
が
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
話
し
合
え
る
場
を
設
け
ま

し
た
。

　在
宅
で
介
護
を
行
っ
て
い
る
ご
家
族
の

皆
さ
ん
や
介
護
を
経
験
さ
れ
た
方
、
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

●
と
き

　６
月
12
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー『
浜
風
』内『
元
気
茶
屋
』

●
内
容

　『
お
茶
し
な
が
ら
、
お
話
し
ま

し
ょ
う
!!
』

●
参
加
費

　無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
高
齢
者

福
祉
係

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　株
式
会
社
ヤ
マ

ザ
ワ
汐
見
台
店
に

て
献
血
を
実
施
し

ま
す
。

　受
付
時
間
等
は

次
の
と
お
り
で
す

の
で
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
実
施
日

　６
月
23
日（
日
）

●
受
付
時
間

　午
前
の
部

　午
前
10
時
〜
11
時
45
分
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「生まれたばかりの赤ちゃん口の中には、むし歯菌は
いない！！」

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
、
お
年
寄
り
や
子

ど
も
へ
の
虐
待
、
職
場
等

に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
い
じ
め
や

体
罰
、
近
所
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、
人
権
に
関
す
る
相

談
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
。ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。

●
と
き

　６
月
５
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午

後
５
時（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ

　仙
台
法
務
局
塩
竈
支
局
（
塩
竈

市
）、
七
ヶ
浜
町
水
道
庁
舎
２
階
、
多
賀
城

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
松
島
町
役
場
３

階
会
議
室
、利
府
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
主
催

　仙
台
法
務
局
塩
竈
支
局
・
塩
釜

人
権
擁
護
委
員
協
議
会

●
共
催

　七
ヶ
浜
町
・
塩
竈
市
・
多
賀
城
市
・

松
島
町
・
利
府
町

※

平
日
の
ご
相
談
は
、
仙
台
法
務
局
塩
竈
支

局
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

　午
後
の
部

　午
後
１
時
〜
４
時
30
分

●
と
こ
ろ

　株
式
会
社
ヤ
マ
ザ
ワ
汐
見
台

店
駐
車
場

●
対
象

　18
歳
以
上
の
方
で
４
０
０
㏄
の

献
血
の
で
き
る
方
、男
性
は
17
歳
も
可

●
持
ち
物

　身
分
証
明
証
（
運
転
免
許
証

等
）、
献
血
カ
ー
ド（
過
去
に
献
血
を
し
た

事
が
あ
る
方
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
保
健
指

導
係
ま
で
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復
興
支
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

　復
興
業
務
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た

派
遣
職
員
の
皆
さ
ん
が
任
期
を
終
え
帰
任

さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【
建
設
課
】
佐
藤
洋
平
さ
ん
（
愛
知
県
春
日
井

市
）、
上
田
裕
敬
さ
ん（
愛
知
県
豊
田
市
）、

鈴
木
洋
さ
ん（
愛
知
県
西
尾
市
）

【
復
興
推
進
課
】日
野
順
さ
ん（
仙
台
市
）、
中

村
拓
也
さ
ん（
愛
知
県
春
日
井
市
）

【
水
道
事
業
所
】
飯
田
憲
佳
さ
ん
（
愛
知
県
一

宮
市
）

【
生
涯
学
習
課
】鈴
木
一
行
さ
ん（
宮
城
県
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
課
ま
で

生
活
保
護
の
相
談

　宮
城
県
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
の
相
談

員
が
、役
場
に
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
と
き

　６
月
12
日（
水
）及
び
26
日（
水
）

　午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
と
こ
ろ

　地
域
福
祉
課
窓
口

※

相
談
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
に

て
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

児
童
手
当
の
現
況
届

　現
在
児
童
手
当
等
を
受
給
中
の
方
は
、
現

況
届
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。該
当
者

に
は
、
後
日
、
別
途
郵
送
に
よ
り
通
知
い
た

し
ま
す
の
で
、
６
月
中
に
忘
れ
ず
に
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。提
出
が
無
い
場
合
、
６

お問い合わせは、建設課管理係まで　 357-7441
または、宮城県住宅供給公社　入居管理課募集班　 224-0014

七ヶ浜町営住宅入居者の募集

　東日本大震災に伴い建設した災害公営住宅の一部を、一般公営住宅とし、入居者を募集します。詳しくは
配布する募集要項にてご確認下さい。
●募集住宅及び戸数

  ※各ＲＣ集合住宅にはエレベーターがあります。
●募集要項等の配布及び申込受付期間
　６月３日（月）から１２日（水）まで　午前８時３０分から午後５時１５分まで　※休日を除く
●募集要項等の配布場所
　七ヶ浜町役場（郵送は行いませんので、直接お越しください。）
●申込先　〒980-0011　仙台市青葉区上杉一丁目１番２０号
　　　　　宮城県住宅供給公社　入居管理課募集班　　☎０２２-２２４-００１４
●申込資格
　①の条件すべてに該当しなければ申込みできません。
　ただし、単身で申込みする方は、②の単身申込資格のいずれかに該当しなければ申込みできません。
①申込資格
　１．七ヶ浜町内に住所若しくは勤務先がある方
　２．市町村税等を滞納していない方
　３．住宅に困っていることが明らかな方（持ち家がない方など）
　４．月額所得が 158,000 円以下であること ( 障害者世帯等の場合は 214,000 円以下 )
　　※詳細は、配布する募集要項でご確認ください。
　５．暴力団員でない方
　６．公営住宅（災害公営住宅を含む）に居住していない方
　７．所得がある方を連帯保証人にたてられること
②単身申込資格（次のいずれかに該当すること）
　１．昭和３４年４月１日以前に生まれた方
　２．身体障害者手帳の交付を受けている方で、障害の程度が１級から４級までの方
　３．精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方で、障害の程度が１級から３級までの方
　４．障害福祉サービス受給者証・特定疾患医療受給者証の交付を受けている方
　５．知的障害者で障害の程度が精神障害者に係る程度に相当する方
　６．戦傷病者手帳の交付を受けている方で、障害の程度が特別項症から第６項症まで、又は第１款症の方
　７．原子爆弾被害者として厚生労働大臣の認定を受けている方
　８．生活保護を受けている方
　９．海外からの引揚者で引上げ後５年未満の方
　10．ハンセン病療養所入所者などの方
　11．配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律に規定するＤＶ被害者

松ヶ浜地区住宅

菖蒲田浜地区住宅

花渕浜地区住宅

吉田浜地区住宅

木造連棟

ＲＣ集合

ＲＣ集合

木造連棟

1LDK(単身用)

１

３

１

2LDK(2～3人用)

２

3LDK(4人～用)

１

住宅名及び構造
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●お詫びと訂正
　令和元年５月号の２２ページ「七ヶ
浜町営住宅入居者の募集」の募集住宅
に誤りがありました。お詫びして訂正
いたします。
［誤］代ヶ崎浜地区住宅　ＲＣ集合
［正］吉田浜地区住宅　木造連棟



お問い合わせは、地域福祉課まで　 357-7449

甲
種
防
火
管
理
「
新
規
」
講
習
の

開
催

　ホ
テ
ル
、旅
館
、学
校
、

病
院
、工
場
、事
務
所
等

で
多
数
の
人
々
が
出
入

り
し
、勤
務
す
る
事
業
所

（
平
成
21
年
４
月
１
日

か
ら
は
小
規
模
な
社
会

福
祉
施
設
等
も
含
ま
れ
ま
す
。）ま
た
は
、一

つ
の
建
物
内
に
管
理
権
原
者
が
異
な
る

種
々
の
テ
ナ
ン
ト
等
が
存
在
す
る
場
合
で
、

各
テ
ナ
ン
ト
ご
と
の
管
理
す
る
収
容
人
員

が
多
い
場
合
に
は
消
防
法
に
定
め
ら
れ
た

資
格
を
有
す
る
防
火
管
理
者
が
必
要
に
な

り
ま
す
。そ
の
資
格
取
得
講
習
を
次
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
と
き

　７
月
８
日（
月
）〜
９
日（
火
）の
２

日
間

　１
日
目

　午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　２
日
目

　午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　ま
で

●
と
こ
ろ

　宮
城
県
多
賀
城
市
明
月
二
丁

目
２-

１

　宮
城
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー

　ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城
３

階

　多
目
的
ホ
ー
ル

●
受
付
期
間

　６
月
12
日
（
水
）
〜
６
月
20

日（
木
）

●
受
講
定
員

　１
０
０
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
申
込
場
所

　塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

管
内
の
消
防
署

●
テ
キ
ス
ト

　受
講
の
際
は
テ
キ
ス
ト
が

必
要
で
す
。受
付
の
際
に
、
塩
釜
地
区
防

災
安
全
協
会
が
４
，
１
０
０
円
で
販
売
し

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
地
区
消
防
事
務

組
合
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係
ま
で

月
以
降
の
手
当
が
受
給

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　な
お
、
提
出
の
際
は
、

印
鑑
及
び
受
給
者
（
保

護
者
）
の
方
の
健
康
保

険
証
の
写
し
が
必
要
に

な
り
ま
す
。(※
町
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者
は

保
険
証
の
写
し
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。)

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で
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お問い合わせは、地域福祉課まで　 357-7449

●講演　『災害時におけるボランティア・ＮＰＯの役割～
　　　　一人ひとりの人権を鑑みて』
●日時　６月２６日（水）午後２時開演
●会場　七ヶ浜国際村ホール 
●講師　栗田　暢之（くりた　のぶゆき）氏　（認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード代表理事）

　
　今や被災地にボランティアがいない災害現場はないと言っていいほど、日本社会に
ボランティアが定着してきました。レスキューストックヤードが、「一人ひとりに届く
支援」を通じて「人権」を大切にしてきた理由を、原点である阪神・淡路大震災や東日
本大震災における本町での模索とチャレンジの日々をもとに振り返ります。また、８
年を経てなお復興途上にある現在の状況を鑑みつつ、今後の「一人ひとりの復興」に向
け、ボランティア・ＮＰＯが果たすべき役割について考察します。

２０１９年度人権啓発活動地方委託事業講演会の開催

発
達
障
害
に
関
す
る
講
演
会
開
催

　発
達
障
害
は
外
見
か
ら

は
わ
か
り
に
く
い
障
害
で

あ
り
、
そ
の
人
の
特
性
を

理
解
し
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
支
援
が
必
要
で
す
。
今

回
、
発
達
障
害
専
門
医
の

先
生
を
お
招
き
し
て
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
発
達

障
害
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
て
み

ま
せ
ん
か
？

●
と
き

　６
月
12
日（
水
）午
後
２
時

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
町
水
道
事
業
所
２
階

第
１
・
２
会
議
室

●
テ
ー
マ

　「
子
供
と
向
き
合
い
、
関
わ
る

ヒ
ン
ト
を
み
つ
け
よ
う
」

●
対
象
者

　希
望
者

●
定
員

　50
名（
申
込
不
要
）

●
講
師

　社
会
福
祉
法
人

　仙
台
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会

　サ
ポ
ー
ト
は
ぎ
診
療
所

発
達
障
害
専
門
医

　金
野

　公
一

　氏

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

展示
　『We Love 七ヶ浜』写真展～住民とボランティアがつむ
ぐ復興への歩み～

●期間　６月２６日（水）～７月２１日（日）（午前１０時～午後５時）
●会場　七ヶ浜国際村 　ギャラリー「海物語」※国際村は火曜休館
　レスキューストックヤードが本町で実施してきた支援活動について、写真等を展示します。 



被
災
者
の
安
定
的
な
雇
用
の
創
出

を
支
援
し
ま
す

　県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
方

を
雇
用
す
る
、
県
内
沿
岸
部
の
中
小
企
業
者

を
対
象
と
し
て
、「
宮
城
県
事
業
復
興
型
雇

用
創
出
助
成
金
」
を
支
給
し
、
雇
入
れ
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
助
成
金
額

　労
働
者
１
人
当
た
り
３
年

間
で
最
大
１
２
０
万
円
（
１
事
業
所
当
た

り
総
額
２
千
万
円
が
上
限
）

●
受
付
期
間

　６
月
５
日
（
水
）
〜
７
月
４

日（
木
）

※

申
請
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
塩
釜
か
ら
事
業
主

の
皆
様
へ
〜
新
規
高
卒
者
の
求
人

募
集
を
お
願
い
し
ま
す
〜

　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、

令
和
２
年
３
月
新
規
高

等
学
校
卒
業
予
定
者
を

対
象
と
す
る
求
人
の
受

付
を
令
和
元
年
６
月
１

日
か
ら
開
始
い
た
し
ま

す
。　人

材
確
保
の
第
一
歩

は
早
期
の
求
人
申
込
み
で
す
。７
月
上
旬
ま

で
の
お
申
込
み
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
塩
釜

学
卒
担
当
ま
で

（
内
線
３
２
３
６
）

危
険
物
安
全
週
間

　危
険
物
安
全
週
間
が

６
月
２
日
か
ら
６
月
８

日
ま
で
全
国
一
斉
に
展

開
さ
れ
ま
す
。

　ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
軽

油
な
ど
の
危
険
物
は
、

私
た
ち
が
社
会
生
活
を

営
む
う
え
で
必
要
不
可

欠
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
な
ど
、

そ
の
危
険
性
の
認
識
を
誤
る
と
、
火
災
等
の

重
大
な
事
故
に
繋
が
り
ま
す
。

　危
険
物
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

安
全
な
取
扱
い
や
保
管
方
法
を
心
掛
け
、
危

険
物
に
よ
る
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
平
成
31
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

　「
無
事
故
へ
の

　構
え
一
分
の

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　隙
も
無
く
」

　危
険
物
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、
消

防
本
部
又
は
最
寄
り
の
消
防
署
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
地
区
消
防
事
務

組
合
消
防
本
部
予
防
課
保
安
係

ま
た
は
、七
ヶ
浜
消
防
署
ま
で

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
の
実
施

●
試
験
日

　10
月
13
日（
日
）

●
試
験
会
場

　仙
台
市
内

●
試
験
案
内
配
布
期
間
・
申
込
受
付
期
間

　６
月
３
日（
月
）〜
６
月
28
日（
金
）

●
試
験
案
内
配
布
場
所

　各
市
区
町
村
、
宮

城
県
保
健
福
祉
事
務
所
・
支
所
、
宮
城
県

庁
１
階
総
合
案
内

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
社
会
福
祉
協

議
会
研
修
課

ま
た
は
、宮
城
県
長
寿
社
会
政
策
課
ま
で

お問い合わせは、七ヶ浜国際村まで　 357-5931

懐かしい映像を借りることができます

　町が所蔵または公募し、寄せられたものをもとに制作しました DVD を図書センターで貸し出ししていま
す。「懐かしい七ヶ浜　Ｓ３４町制施行」では、村から町になった当時の七ヶ浜の貴重な映像や、「懐かしい七ヶ
浜（スポーツ編）」では、平成元年に行った町民駅伝大会の懐かしい映像がご覧いただけます。

●タイトル
①私たちの町　七ヶ浜「うみ」編　
②私たちの町　七ヶ浜「ひと」編
③私たちの町　七ヶ浜「まち」編
④懐かしい七ヶ浜　Ｓ３４年町制施行
⑤懐かしい七ヶ浜　七ヶ浜国際村・アクアリーナ落成記念式典
⑥懐かしい七ヶ浜（スポーツ編）
⑦懐かしい七ヶ浜（祭り編）
⑧懐かしい七ヶ浜（文化編）
⑨懐かしい七ヶ浜（観光編）
⑩懐かしい七ヶ浜（漁業編１）
⑪懐かしい七ヶ浜（漁業編２）
⑫懐かしい七ヶ浜（姉妹都市交流編１）
⑬懐かしい七ヶ浜（姉妹都市交流編２）
⑭懐かしい七ヶ浜（高山国際村座談会）
⑮東日本大震災からの復興
⑯七ヶ浜の四季　冬・春・夏・秋
⑰七ヶ浜の祭り・今
⑱守ろう ! 　七ヶ浜
⑲七ヶ浜。未来への扉（町制施行６０周
　年記念映像） 未来の東北博「七ヶ浜DAY」（昭和62年9月24日）未来の東北博「七ヶ浜DAY」（昭和62年9月24日）昭和30～40年代の吉田浜昭和30～40年代の吉田浜
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で
、
詳
し
く
は
県
雇
用
対
策
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
雇
用
対
策
課

ま
で工

事
前
に
文
化
財
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す

　町
内
で
建
物
の
新
築
や
建
替
え
な
ど
の

現
状
を
変
え
る
工
事
を
計
画
さ
れ
て
い
る

方
は
、
計
画
地
が
埋
蔵
文
化
財(
遺
跡
や
貝

塚

)

、
特
別
名
勝
松
島
の
指
定
地
内
で
あ
る

か
ど
う
か
の
確
認
が
事
前
に
必
要
で
す
。

　工
事
計
画
地
が
こ
れ
ら
の
指
定
地
内
で

あ
る
場
合
は
、
事
前
に
文
化
財
関
係
の
申
請

手
続
き
や
現
地
調
査
な
ど
が
必
要
に
な
り

ま
す
。申
請
手
続
き
に
は
１
か
月
以
上
要
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
歴
史

資
料
館
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、歴
史
資
料
館
ま
で

月
曜
休
館

二
市
三
町
共
同
事
業

　

親
子
縄
文
土
器
作
り
教
室

　粘
土
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
縄
文
土
器
を
作

る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。親
子
で
土
器
作
り

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
と
き
・
と
こ
ろ

①
土
器
作
り

　７
月
６
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
正
午

　塩
竈
市
公
民
館（
塩
竈
市
）

②
土
器
焼
き

　８
月
３
日
（
土
）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時
30
分

　大
木
囲
貝
塚

遺
跡
公
園（
七
ヶ
浜
町
）

※

土
器
焼
き
は
雨
天
の
場
合
、
８
月
17
日

（
土
）に
延
期

●
募
集
人
数

　小
学
生
の
親
子
10
組
20
名

（
基
本
的
に
①
・
②
の
両
日
参
加
で
き
る

方
）

●
参
加
費

　親
子
２
名
（
小
学
生
１
名
＋
保

護
者
１
名
）で
６
０
０
円（
粘
土
代
、
保
険

代
等
）

※

１
名
追
加
に
つ
き
３
０
０
円

●
持
参
す
る
も
の
等

　

(

７
月
６
日
）タ
オ
ル

２
枚
、
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
エ
プ
ロ
ン

な
ど

●
募
集
受
付

　６
月
４
日（
火
）〜
６
月
19
日

（
水
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
申
し
込
み
方
法

　直
接
、
歴
史
資
料
館
に

ご
来
館
い
た
だ
く
か
、
電
話
に
て
お
申
込

く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、歴
史
資
料
館
ま
で

月
曜
休
館

民
有
地
の
樹
木
枝
の
剪
定
・
雑
草

の
除
去

　所
有
（
管
理
）
し
て
い
る

土
地
か
ら
樹
木
の
枝
や
雑

草
が
道
路
敷
地
に
張
り
出

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　道
路
に
張
り
出
て
い
る

と
、
交
通
安
全
上（
歩
行
・
走
行
時
に
）支
障

に
な
り
ま
す
の
で
、
所
有（
管
理
）地
の
樹
木

枝
の
剪
定
・
雑
草
の
除
去
を
行
な
い
、
適
切

に
管
理
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、建
設
課
ま
で

土
砂
災
害
防
止
月
間

　６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。

　土
砂
災
害
に
対
す
る
防
災
意
識
を
高
め
、

土
砂
災
害
に
よ
る
人
命
、
財
産
の
被
害
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
仙
台
土
木
事

務
所

　河
川
砂
防
第
三
班
ま
で

Join us!  English Camp！

　七ヶ浜町グローバル人材育成プログラムの一環と
して、イングリッシュキャンプを開催します。国際交
流員のタイラー、サンティアーゴと外国人スタッフ
が、オールイングリッシュでゲームやミステリーツ
アーなど楽しいイベントを企画します。

●と　き　７月２０日（土）～２１日（日）　１泊２日
　　　　　※国際村で１泊します。
●対象者　町内に在住する小学３年生から６年生。宿

泊できる方優先。
●定　員　３０名程度
●参加費　４，０００円（食事代、保険代）
●持ち物　参加費、寝具、洗面用具、着替え、保険証のコピー
　　　　　※アクアリーナで入浴予定のため、バスタ

オル等は必要ありません。
●内　容　６月中旬に小学校でお配りするチラシ又は国

際村に設置しているチラシをご覧ください。
●講　師　タイラー、サンティアーゴのほか、外国人８名
●申込方法　直接国際村でお申込みいただくか、各小
学校で配布する申込書に必要事項を記入し、６月16
日（日）から７月12日（金）までお申し込みください。
定員になり次第締め切ります。
●その他　
　参加者全員を対象とした普通傷害保険に加入します。

お申し込み・お問い合わせは、
七ヶ浜国際村まで　☎357-5931
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ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１

９

　i n
七
ヶ
浜

　ア
ク
シ
ョ
ン
派
女
優
と
し
て
人
気
を
博

し
、
現
在
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
の
世
界
で
活
躍

す
る
志
穂
美
悦
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
ひ
ま
わ

り
の
種
を
植
え
ま
せ
ん
か
？

●
と
き

　６
月
15
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
３
時

（
雨
天
決
行
）

●
と
こ
ろ

　な
な
ら
ぼ
農
園

●
参
加
費

　無
料
（
先
着
20
名
、
町
内
外
問

い
ま
せ
ん
）

●
申
込
受
付

　６
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜

●
申
込
方
法

　詳
細
は
七
ヶ
浜
国
際
村
ま

で
＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、七
ヶ
浜
国
際
村
ま
で
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令
和
元
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
初
級
研
修
会
参
加
者
募
集

　ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
は
、
地
域
で
活
動

す
る
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。町
内
に

住
む
中
学
生
・
高
校
生
で
組
織
さ
れ
ま
す
。

お
も
な
活
動
内
容
は
、
子
ど
も
会
や
地
域
の

活
動
を
盛
り
上
げ
た
り
、
近
隣
市
町
の
ジ
ュ

ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
と
交
流
し
た
り
し
ま
す
。

こ
の
初
級
研
修
会
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
た
め
の
研
修
会
で
す
。七
ヶ
浜

の
仲
間
た
ち
と
楽
し
く
キ
ャ
ン
プ
活
動
を

し
な
が
ら
研
修
し
ま
す
。み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

●
と
き

　７
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）
１

泊
２
日

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

●
対
象

　町
内
に
住
む
中
学
生
、高
校
生

●
参
加
費

　１
，０
０
０
円

●
申
込
先

　町
内
の
中
学
校
を
通
じ
て
配

付
さ
れ
る
チ
ラ
シ
ま
た
は
中
央
公
民
館

窓
口
に
あ
る
チ
ラ
シ
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
中
央
公
民
館
へ
（
６
月
25
日
締

切
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、中
央
公
民
館
ま
で

令
和
元
年
度「
歯
と
健
康
の
集
い
」

開
催

　食
事
困
難
な
患
者
さ
ん

に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
を
解

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま

す
。　み

な
さ
ん
の
御
来
場
、

御
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

●
と
き

　６
月
９
日（
日
）午
前
11
時
〜
正
午

●
と
こ
ろ

　松
島
町
文
化
観
光
交
流
館

●
演
題

　「
口
か
ら
美
味
し
く
食
べ
る
た
め

に
」

●
講
師

　坂
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科

　言
語
聴
覚
士

　浜
名

　京 

先
生

●
参
加
費

　無
料

　
＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、（
一
社
）塩
釜
歯
科
医

師
会（
月
〜
金
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）ま

で

杜
の
都
信
用
金
庫
よ
り

カ
ー
テ
ン
寄
贈

　４
月
11
日
、
杜
の
都
信
用
金
庫
よ
り
松
ヶ

浜
小
学
校
の
各
教
室
へ
カ
ー
テ
ン
が
寄
贈

さ
れ
、
そ
の
目
録
が
寺
澤
町
長
へ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。杜
の
都
信
用
金
庫
か
ら
は
、
平
成

24
年
か
ら
毎
年
度
町
内
小
中
学
校
へ
暖
房

機
な
ど
の
備
品
が
贈
ら
れ
て
お
り
ま
す
。寺

澤
町
長
は
「
毎
年
の
ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。早
速
贈
ら
れ
た
カ
ー

テ
ン
は
各
教
室
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、教
育
総
務
課
ま
で

講
演
会「
毎
日
が
楽
し
く
な
る
コ
ツ
！

し
あ
わ
せ
に
な
る
人
の
考
え
方
」

●
と
き

　６
月
21
日
（
金
）
午
前
11
時
〜
正

　午
●
と
こ
ろ

　ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ

多
賀
城（
多
賀
城
市
桜
木
１
丁
目
１-

60
）

●
講
師

　羽
林

　由
鶴
（
は
ね
ば
や
し

　ゆ

ず
）
氏

　１
０
３
㎏
の
恋
愛
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
／
生
き
方
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

●
参
加
費

　無
料

●
そ
の
他

　塩
釜
法
人
会
女
性
部
会
設
立

20
周
年
記
念
公
開
講
演
会
、要
申
込

　
＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
公
益
社
団
法
人
塩
釜

法
人
会
ま
で

「
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」

参
加
者
募
集
！

　男
性
の
食
育
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　生
活
の
基
本
で
あ
り
楽
し
み
で
も
あ
る

食
事
を
、自
分
で
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　体
に
お
得
な
健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド

バ
イ
ス
も
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
と
き

　６
月
22
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

　〜
午
後
１
時

●
と
こ
ろ

　中
央
公
民
館
・
調
理
室

●
参
加
費

　５
０
０
円

●
申
込
締
切

　６
月
13
日（
木
）午
後
５
時

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
保
健
指

導
係
ま
で

令
和
元
年
度

七
ヶ
浜
町
非
常
勤
職
員
募
集

　七
ヶ
浜
町
で
は
、
以
下
の
職
種
で
非
常
勤

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
職
種

　嘱
託
保
育
士

●
募
集
人
員

　若
干
名

●
要
資
格
等

　保
育
士

●
時
給

　１
，１
９
０
円

●
勤
務
時
間

　週
29
時
間
以
内

●
勤
務
場
所

　遠
山
保
育
所

　詳
細
は
、
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
又
は
総
務
課

ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
課
ま
で
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●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

七
ヶ
浜
町
民
の
方

　
　
　
　
　

　60
名

●
七
ヶ
浜
町
外
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

七
ヶ
浜
町
民
の
方

　
　
　
　
　

　34
名

●
七
ヶ
浜
町
民
の
行
方
不
明
者
（
死
亡
届

提
出
者
含
む
）

　
　
　
　
　
　

　

 

２
名

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

七
ヶ
浜
町
外
の
方

　
　
　
　
　

　12
名

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
、
現

在
、身
元
不
明
の
方

　
　
　
　

　

 

２
名

●
東
日
本
大
震
災
関
連
で
亡
く
な
ら
れ

た
、七
ヶ
浜
町
民
の
方

　
　
　

　

 

３
名

計

　１
１
３
名

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、防
災
対
策
室
ま
で

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
情
報

（
令
和
元
年
５
月
１
日
現
在
）

「
わ
げ
っ
す
と
講
座
七
ヶ
浜
」受
講

生
募
集
!!

　い
つ
ま
で
も
活
き
活
き
と
住
み
慣
れ
た

地
域
で
元
気
に
生
活
す
る
た
め
に
は
カ
ラ

ダ
を
動
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
知
識

や
方
法
を
学
び
「
若
返
る
」
こ
と
が
で
き
る

講
座
で
す
。「
カ
ラ
ダ
を
動
か
す
の
が
苦
手

だ
な
」
と
い
う
方
や
男
性
の
方
の
参
加
大
歓

迎
！ 

一
緒
に
、
は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
ょ
う
！ 

詳
細
は
、
健
康
増
進
課
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
開
催
期
間

　７
月
31
日
（
水
）
〜
11
月
20

日
（
水
）
ま
で
（
全
９
回
）

　午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
町
中
央
公
民
館
第
４

研
修
室

●
講
師

　東
北
福
祉
大
学

　特
任
准
教
授

鈴
木
玲
子 

・
准
教
授

　河
村
孝
幸

●
対
象

　地
区
で
高
齢
者
の
介
護
予
防
教

室
に
か
か
わ
っ
て
い
る
方
や
関
心
の
あ

る
方

●
定
員

　30
名（
先
着
順
）

●
締
切

　７
月
12
日（
金
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
高
齢
者

福
祉
係

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

使
用
料
半
額
！
農
園
利
用
者
募
集

　「海
遊
ほ
の
ぼ
の
農

園
」（
家
庭
菜
園
用
の

畑
）の
利
用
者
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

　今
年
度
か
ら
農
園

の
使
用
料
が
、
昨
年
度

と
比
較
し
て
半
額
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　１
区
画
25
㎡
の
畑
を
マ
イ
フ
ァ
ー
ム
に

し
て
、
自
分
の
作
り
た
い
野
菜
や
花
の
栽
培

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　く
わ
、
ス
コ
ッ
プ
等
の
農
機
具
が
常
備
し

て
あ
り
、
駐
車
場
及
び
お
手
洗
い
も
あ
り
ま

す
。

●
場
所

　菖
蒲
田
浜
字
大
谷
地
88-

１
他

●
区
画
面
積

　25
㎡

●
利
用
資
格

　町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

●
利
用
料
金

　５
，
０
０
０
円（
年
間
）※

月

割
計
算
し
ま
す

●
利
用
期
間

　利
用
許
可
日
〜
令
和
２
年
３

月
31
日

●
募
集
区
画
数

　残
り
７
区
画（
５
月
20
日
現
在
）

＊
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業

課
農
政
係
ま
で

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

測定施設

亦楽小学校

松ヶ浜小学校

汐見小学校

七ヶ浜中学校

向洋中学校

遠山保育所

和光幼稚園

遠山幼稚園

汐見台幼稚園

第二柏幼稚園

測定時刻

午後2時00分

午後2時40分

午後4時00分

午後1時47分

午後3時00分

午後3時25分

午後2時15分

午後3時11分

午後3時42分

午後4時30分

測定場所

校　庭

校　庭

校　庭

校　庭

校　庭

園　庭

園　庭

園　庭

園　庭

園　庭

高さ1ｍ

0.04

0.03

0.04

0.04

0.03

0.05

0.04

0.04

0.05

0.05

高さ0.5ｍ

0.04

0.04

0.04

0.04

0.04

0.03

0.04

0.05

0.05

0.05

空
間
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
状
況

(1)
役
場
駐
車
場

※
平
成
23
年
６
月
30
日
か
ら
令
和
元
年
５
月

９
日
現
在
ま
で
、計
１
，６
９
５
回
測
定
。

(2)
町
立
小
中
学
校
・
保
育
所
・
私
立
幼
稚

　園（
校
庭
・
園
庭
）

●
測
定
月
日

　５
月
７
日（
火
）

●
天
候

　晴
れ

※
平
成
23
年
６
月
30
日
か
ら
令
和
元
年
５
月

７
日
現
在
ま
で
、計
５
２
３
回
測
定
。

※
除
染
の
基
準
と
さ
れ
て
い
る
毎
時
０
．２

３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
ま
す
。

測定月日

天　　候

測定時間

測定結果

地上1ｍ

測定結果

地上0.5ｍ

５月９日

晴れ

午前

 ８時30分

0.04

0.04

※
最
新
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
町
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、環
境
生
活
課
ま
で

七
ヶ
浜
町
に
お
け
る
放
射
線
量
等
の
調
査
状
況

お問い合わせは、環境生活課まで
☎357-7454

　 食品の放射能測定器を
　 設置しています。

●対象者　七ヶ浜町民

●測定品目　自家消費するため
に栽培・採取したものに限り
ます。（家庭菜園も可）なお、販
売品や販売目的のものは対象
外です。

●測定の予約　予約制で、環境
生活課に直接、または電話に
て申し込み下さい。１回の申
し込みにつき、１品目の測定
になります。予約の測定が終
了次第、次の予約を受付けま
す。

●測定料金　無料
※町が無料で実施する測定は簡易

測定のため、あくまでも「参考値」

です。

※測定結果はすべて公表させてい

ただきます。（個人情報は除く）

※持ち込みの際は、材料は１セン

チ程度に細かく刻んで５００ｇ

以上で多めに準備下さい。
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受付／午前9時～午後3時

七ヶ浜町境山2-13-3
塩釜市花立町13-12
塩釜市梅の宮14-10
多賀城市高橋4-2-1
多賀城市下馬5-5-30
塩釜市庚塚30-82
多賀城市城南1-19-22
多賀城市高崎3-11-22
塩釜市旭町18-11
多賀城市中央1-16-17

山本歯科医院
はるみ歯科
永沼歯科クリニック
ありま歯科医院
歯科・アイザワデンタル
きくちデンタルクリニック
城南歯科クリニック
森の風歯科クリニック
こぐえ歯科クリニック
ささき歯科クリニック

6/2
9
16
23
30
7/7
14
15
21
28

361-6330
362-5537
361-1251
389-1182
361-8180
361-3368
389-2008
309-1855
365-3728
389-1777

開館時間　午前9時～午後4時　

入浴時間　午前10時～正午

　　　　　※土･日･祝日と休館日は入浴できません。

休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日休館）

持参する物　浴用タオル、昼食
◆バス時刻表(休館日を除く火～金に送迎を行います)

町の面積　　  13.19km2 (H26.10.1国土地理院より)

町木　 クロマツ　　　　 町花　 ハマギク

姉妹都市　アメリカ・マサチューセッツ州プリマス

友好の町　　　　　　　　　　 山形県朝日町

パートナーシティ　　　　　　 神奈川県鎌倉市

５月１日現在の人口（前月比）

世帯数　     6,704（12） 　   転入   89

　男   　     9,334（ -2） 　   転出   89

　女   　     9,425（ -4） 　   出生     9

　計   　   18,759（ -6） 　   死亡   15

※外国人含む

立花地区高台住宅団地入口
公園墓地蓮沼苑入口
東宮浜公民分館前
要害バス停
新仙台湾鈴木診療所前
遠山地区避難所前
向洋中学校入口
汐見台3丁目バス停
汐見台5丁目Ｔ字路前

9:29
9:31
9:34
9:36
9:41
9:44
9:46
9:48
9:51

9:24
9:29
9:32
9:37
9:42
9:45
9:48
9:51
9:55

汐見台南2丁目ロータリー
湊浜2丁目バス停
西原地区高台住宅団地入口
ＪＡ七ヶ浜農協前
笹山地区高台住宅団地入口
花渕浜割山
花渕バス停
吉田浜消防ポンプ車置き場前
吉田浜公民分館入り口前

水曜日・金曜日火曜日・木曜日

お問い合わせは、老人福祉センター「浜風」まで　☎357-4976

　住宅用火災警報器は、消防法で設
置が義務付けられています。
　実際に火災が起きた時に備え、設
置・点検をお願いします。

お問い合わせは、七ヶ浜消防署まで　☎357-4349

七ヶ浜消防署からのお知らせ

　飼えなくなった犬や
猫の引き取りの相談を
塩釜保健所で行ってい
ます。相談については、
塩釜保健所までお問い
合わせください。
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健康カレンダー
※お子さんの健康診査・健康相談・予防接種を

　　　　　　　　　　受ける際には、必ず母子健康手帳をご持参下さ
　　　　　　　　　　い。

とき 行事名 ところ 受付時間 対象・内容

6/11
母子健康
手帳交付

母子健康
センター

9:30 ～
10:30

病院から妊娠届出書を発行され
ている方はお持ち下さい。当日
ご都合の悪い方はご連絡下さい。

12
2 歳 6 か月児
歯科
健康診査

〃
9:15 ～
9:30

H28.11.1 ～ 12.31 生まれのお子さん

20
1 歳 6 か月児
健康診査

〃
12:15～
12:30

H29.10.19 ～ 12.20 生まれのお子さん

25

母子健康
手帳交付

〃
9:30 ～
10:30

病院から妊娠届出書を発行され
ている方はお持ち下さい。当日
ご都合の悪い方はご連絡下さい。

すこやか
健康相談
(マタニティ～キッズ )

〃
10:30～
11:30

母子健康手帳をお持ちください。

7/9
母子健康
手帳交付

〃
9:30 ～
10:30

病院から妊娠届出書を発行され
ている方はお持ち下さい。当日
ご都合の悪い方はご連絡下さい。

10
1 歳児
健康相談

〃
9:15 ～
9:30

H30.5.1 ～ 6.30 生まれのお子さん

11
乳児
健康診査

〃
12:15～
12:30

H31.2.10 ～ 4.11 生まれのお子さん

新鮮な旬の食材を取り揃え、
楽しいイベントと特設コーナーを設置し開催いたします。
今月の七の市は、「１，０００人ビーチクリーン」「ビーチイチ」
と同時開催です。

お問い合わせは、七の市実行委員会まで  
☎ 070-5099-7337

●と　き：６月３０日（日）午前１０時～午後２時

●ところ：菖蒲田海水浴場特設会場

今月の「七の市」は菖蒲田海水浴場で開催

美味しい七ヶ浜の味覚を
この機会に！



う
し

や

べ

広
報
し
ち
が
は
ま

　第
５
７
２
号

　令
和
元
年
６
月
１
日
発
行
／
七
ヶ
浜
町
政
策
課

　〒
９
８
５
　

―
　

８
５
７
７

　宮
城
県
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
丑
谷
辺
５
　

―
　

１

　
　（
０
２
２
）
３
５
７
　

―
　

２
１
１
７
（
直
通
）

　Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
２
）
３
５
７
　

―
　

５
７
４
４
（
代
表
）

■しちがはま環境フェスタ開催■ ■トライアスロン大会開催■

地球にやさしい暮らしを楽しく学べる、
「しちがはま環境フェスタ」を開催します。

　第２５回みやぎ国際トライアスロン仙台ベ
イ七ヶ浜大会を開催いたします。２０２０東
京オリンピックを目指す若きトライアスリー
トに、皆さんの熱いご声援をお願いします。●と　　き　６月１６日（日）

　　　　　　午前 9時 30分～午後１時 30分
※「七ヶ浜町親子すまいるフェス
タ」と同時開催です。

●と こ ろ　七ヶ浜国際村　セミナー室１
●内　　容　
　１）オリジナル風鈴をつくろう！
　２）マイタンブラーをつくろう！
　３）電気自動車（ＥＶ）展示
　４）しちがはま環境大賞作品展示
　５）環境クイズラリー

　しちがはま環境フェス
タは（公財）みやぎ･環境
とくらし･ネットワークと
（公財）宮城県環境事業公
社の協賛をいただいてい
ます。

●と　き　７月７日（日）午前８時～午後３時
●ところ　七ヶ浜町スリーエム湊浜海浜緑地周

辺～菖蒲田浜～アクアリーナ～代ヶ
崎浜

　
　なお、当日は、大会開催に伴い交通規制が実
施されます。詳しくは各家庭に配布されている
トライアスロン交通規制チラシをご覧くださ
い。

お問い合わせは、
環境生活課まで　☎357-7454

お問い合わせは、
中央公民館まで　☎357-3302

■菖蒲田海水浴場１，０００人ビーチクリーン２０１９■

　菖蒲田海水浴場は今年７／１３～８／１８まで開設するために、町民及び多くの海水浴客がき
れいな海水浴場で安心安全に利用できるよう、ゴミ・石・貝殻・海藻・流木等のビーチクリーン
を行います。

●開催日時　　６月３０日（日）午前９時受付開始、　午前９時４５分開会　
●清掃場所　　菖蒲田海水浴場の砂浜
●集合場所　　菖蒲田海水浴場パトロールセンター前
●募集人員　　１，０００名 ( ボランティア )
●準 備 物　　帽子、軍手、飲み物、濡れてもいい格好
●実施概要　　オープンするにあたり、現在、菖蒲田海水浴場にはゴミ・

石・貝殻・海藻・流木等があり、それらを熊手とふる
い等で除去します。

●申し込み　　申込不要。当日現地に集合して頂き、受付をしてください。不明な点がありましたら、
下記連絡先まで連絡願います。

●主　　催　　１，０００人ビーチクリーンフェスティバル実行委員会
●共　　催　　七ヶ浜町、七ヶ浜町観光協会、七ヶ浜町教育委員会、セ

ブンビーチプロジェクト実行委員会、一般社団法人オ
アシス

●そ の 他　　雨天時は中止。小雨は決行します。
●連 絡 先　　七ヶ浜町観光協会　

〒985-8577　宮城県宮城郡七ヶ浜町花渕浜字舘下75-19
TEL022-766-8205　FAX022-766-8206

お問い合わせは、産業課水産商工係まで　☎357-7443

　会場の近くでは、七ヶ
浜産の旬な食材を取り
揃えた「七の市」「ビー
チイチ」も開催してい
ますので、ぜひお立ち
寄りください。


